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〈概 要 〉

本部会で は,研 究主題解 明に当た り,学 習指導要領 に示 された内容の四つの柱 に基づ い

て分科会を構成 し,授 業研究 を通 して実証 的に授業改善 に取 り組んだ。

研究の方 向を,児 童の よ さや可能性 を見 い出 し,そ れ を認あ,伸 ばす ことに よって児童

が本来的 に もって い るよ りよ く生 きよ うとする力の育成 を図 って きた。

その結果,児 童 自らが よ さに気付 き,そ れを生か す ことがで きるよ うにす るため には,

児童 の 自己表現活動 と学 習支援を中心 とす る指導 の工夫 が必要で あ ることが分か った。
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研 究 主 題

よ りよ く生 きる力 を育 て る道 徳授 業

O研 究主題 について

これか らの社会 は,情 報化,国 際化,高 齢 ・少子化,価 値観の多様化 など急速な変化 に直面

し,21世 紀を担 う子 ど もたちをめ ぐる状況 も厳 しい時代 になる と予想 され る。 この ような社

会 に対応 す るた め,今 日の子 ど もたちには,個 性 を見 い出 し,自 らにふ さわ しい生 き方を選択

してい く 「生 きる力」 を養 うことが求 め られて いる。現在,子 ど もた ちは,豊 かな環境 の中で

健康で活発 に育 ち,伸 び伸 び と明る く学校生活 を送 って いる。一人一人が柔軟で豊かな感性 を

もち,や さ しさや思 いや りなどの心 を大切 に育んで いる。 しか し,一 方で ,い じあや登校拒否

を は じめ と した子 ど もたちの抱え る心の問題 は年 々深刻化 し,社 会に適 応で きず に 自分を見失

う子 ど もが増えて いる。 「ゆと り」の ない生活,情 報の氾濫,人 間関係の希薄化 や規範意識 の

低下 など,社 会の変化が生み 出 した問題が子 ど もの生活 に大 き く影響 し,心 の教 育に影を落 と

してい ると考え られ る。

この ような状況の 申で これ か らの教育 は,子 ど もたちにr生 きる力」をは ぐくむ ことを目指

し,そ の礎 とも言 うべ き生命を尊重す る心,他 者への思 いや りや社会性,倫 理観 や正義感,美

しい ものや 自然 に感動す る心等の豊かな人間性の育成 を 目指 し,「 心の教育 」を推進 して い く

ことが重要な課題 とな ってい る。本研究主題の 「よ りよ く生 きる力 を育 てる」は
,ま さに 「心

の教 育」を具 現化 した ものであ る。 は りよ く生 きる力」は 日々の教育活動で育てて い くこと

が大切 であ り,そ の中軸をなすのが道 徳教育であ る。

人 間は,本 来人間 と してよ りよ く生 きたい とい う願 いを もって いる。 「今 日よ り明 日」 「今

日の 自分 よ り明 日の 自分 」 とい った 自己実現 を達成 させたい とい う意欲を もって生活 して いる
。

道徳教育 とは,こ のよ うな,よ りよ く生 きたい とい う願 いやよ りよい生 き方を求 め実践す る人

間の育成 を目指 し,そ の基盤 とな る道徳性 を養 う教育活動で ある。 「よ りよ く生 きる力」を育

て るため には,学 校の全教育活動 にお いて行われ る道徳教育を補充,深 化,統 合 した道徳の時

間の意義 は大 き く,そ の指導の充実 は極 めて大切であ る。

そ こで,研 究主題rよ りよ く生 きる力 を育て る道徳授業Jに 迫 るため,本 年 度 も道徳 の指導

内容 の4っ の視点か らそれぞれの 目指す児童像を掲げ,分 科会 ごとのテーマにそ って研究 を進

めて きた。(「 圏指 す児童像」 「分科会 テーマ」につ いては別紙 『研究概要 』参照)

それ ぞれ の分科 会が 目指 すr心 の教育」の視点は次の とお りであ る。

第1分 科会

第2分 科会

第3分 科会

第4分 科会

「自他 の 生 命 を 大切 に す る心 」(3の 視 点)

「自己 を見 っ め る心 」(1の 視 点)

ヂ互 い に認 め合 う心 」(2の 視 点)

「社 会 の ル ー ル を大 切 に す る心 」(4の 視 点)

そ して,こ れ らの 「心 の 教 育 」を 追 究 す る に 当 た り,授 業 研 究 を 通 し,分 科 会 テ ーマ に迫 る

こ とで,よ りよ く生 き る力 を 育 て た い と考 え た。
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研究の概要

児 童 一 人 一 人 の よ さや 可 能 性 を生 か し、 生 き る力 をは ぐ くむ 指 導 の 工 夫

1

研 究 主 題
よ り よ く 生 き る 力 を 育 て る 道 徳 授 業

1

第1分 科会 (3の 視 点) 第2分 科 会 (1の 視 点) 第3分 科会 (2の 視 点) 第4分 科会 (4の 視 点)

〈目指 す 児 童像 〉 〈目指 す 児 童 像 〉

,

〈目指 す 児 童 像) 〈目指 す 児 童 像 〉

自分 と同 じよ うに 他 者 を大 切 にす る こ 自分 の よ さに 気 付 き、 進 ん で 伸 ば そ う 進 ん で 友 達 とか か わ り、 自他 の よ さや 杜会 のル ール を 大 切 に しな が ら、 自 ら
とが で き る 児 童 とす る児 童 違 い を認 め 、 励 ま し協 力 し合 う児 童 判 断 し行動 す る こ とを通 し、 よ り よい 生

活 を 築 こ う とす る児 童

i i i 1

〈分 科 会 主題 〉 〈分 科 会 主 題 〉 〈分 科 会 主 題 〉 〈分 科 会 主 題 〉

生 き る こ と の 喜 び を 知 り、 自他 の 生命 進 ん で 友 達 とか か わ り、 互 い に認 め 合 社 会 の ル ー ル を大 切 に す る心 を 育 て る

を大 切 に しよ う とす る 心 を育 て る指 導 の 自己 を 見 つ め る心 を 育 て る指 導 の 工 夫 う心 を育 て る指 導 の 工 夫 指導の工夫
工夫

i i i i

〈仮 説 〉 〈仮 説 〉 〈仮 説 〉 〈仮 説 〉

か け が えの な い生 命 の 存 在 を 知 り、生 自他 との 出 会 い を 通 して 、 自己 を見 つ 学校生活全体で友達 とかかわる場を設 社 会 の ル ー ル の 意 識や 必 要性 に つ い て

き る こ との す ば ら し さを 実 感 させ る よ う め る心 を 育 て る 指 導 を 工 夫 す る こ とに よ 定 し、 道 徳 授 業 の 中で 互 い に思 いや 考 え と もに 考 え 合 い 、深 め 合 え る 指 導 法 の エ

な 指 導 をす れ ば 、他 の 生 命 に 対 して も尊 り、 自己 の よ さに気 付 き 、進 ん で 伸 ば そ を 交 流 す る こ との で き る指 導 法 を 工 夫す 夫 をす れ ば 社会 のル ール を 大 切 に す る心

重 して い こ うとす る 心 を 育 て る こ とが で う とす る児 童 を 育 て る こ とが で き る。 れ ば 、 自他 の よ さや 違 い を認 め 、 協 力 し を 育 て る こ とが で き る。

き る 。 合 う児 童 を育 成 す る こ とが で き る。

1 i i i

〈指 導 の 工 夫 〉 〈指導 の 工 夫〉 〈指 導 の 工 夫 〉 〈指 導 の 工 夫 〉

A生 き る こ との 喜 び を味 わ わせ る 指 導 ○ 自 己 との 出 会 い ① 自分 の 思 い や 考 え を も たせ る た め の ① 児 童 が 共 感 で き、 社 会 の ルールの 意 識
の 工夫 A自 分 の思 いや 考 え を も つ指 導 の 工 夫 資 料提 示 と発 問 の 工 夫 や必要性が理解しやすい資料の選択

Bか け が え の な い 自 己の 存 在 を実 感 さ ○ 他 者 との 出会 い ② 友 達 の 考 え を聞 き、 自分 の 考 え を深 ② 児 童 の 心 に 深 く問 い か け る発 問 の 工

せる指導の工夫 B登 場 人 物 の 生 き方 にふ れ る 指 導 の 工 夫 め させ るた め の 話 し合 い 活 動 や 役 割 演 夫
C自 他 の生 命 を 大 切 に して い こ う とす C友 達 の思 いや 考 え にふ れ る 指 導 の 工 夫 技 の 工 夫 ③ 互 い の 考 えが さ らに 深 め られ る話 し

る指導の工夫 D教 師 の思 いや 考 え にふ れ る指 導 の 工 夫 ③ 深 ま っ た 思 い や 考 え を意 欲 につ な げ 合 い 活 動 や 動 作 化 、 役 割 演 技 の 工 夫

D他 の 教 育 活 動 との 関 連 を図 る指 導 の させ る た め の 振 り返 りの 工夫 ④ 他 の 教 科 、 領 域 との 関 連 を 図 り、 体

工夫 験を生かす指導の工夫

i i i i
i

検 証 授 業

i

総 合 的 評 価(指 導 計 画 、 指 導 方 法 、 児 童 の 変 容)
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1分 科会 テーマ設定 の理 由

科学 技術 の進歩 や経済 の発達 は私 たち に物質 的 に豊 かで快適 な生活 を もた らした。 しか

し,一 方で は 自然環境 の悪化 を招 き,機 能面 の便利 さを追 い求め るあ まり人 との触 れ合 いが

減 り,人 間関係 の希薄化 を生 み出 して きている。 また,価 値観の多様化によ り,個 人 の生 き

方が多岐 にわ たるよ うにな った。 この よ うな社会環境の急激な変化は,児 童 の生活 に も様 々

な影響を及 ぼ して いる。

児童の人権を軽視 したい じめ問題や,以 前 と して増加 してい る不登校 などの問題行動 は,

今や大 きな社会問題 とな って いる。 また,児 童 は リセ ッ トボ タンを押せ ば生 き返 って しま う

ゲーム機 を持 ち,街 には戦 い もののゲ ームや人間の死 まで も過激 に映 し出す映像が氾濫 して

い る。生 命軽視の風潮が蔓延 しつつあ るので はないだろ うか。 このよ うな中,児 童 は生 きて

い ることへの実感を もちに くい状況 にあ ると考え る。

児童 は本来,よ りよ くな りたい,よ りよ く生 きたい,と い う願 いを もって はいる ものの,

自己をあま り見っめていないのが実態であ る。また,様 々な体験 を通 して生命や死を漠然 と

感 じてはい る ものの,そ の ことが生 命のかけがえのな さや大切 さを自覚す るところまで至 っ

て いない ことが実態調 査の結果か らもうかがえ る。

そ こで 第1分 科 会では,道 徳部会研究主題 「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授業」の中の

「よ りよ く生 きる」にっいて,「 自分のよさや課題 を自覚 し,さ らによさを伸長 し,課 題を

解決 しなが ら他者 へ も広げてい くこと」 ととらえた。

「よ りよ く生 きる力 」を育て るたあには,何 が大切 なのであ ろ うか。 この ことは,道 徳教

育の全価値項 目にかかわ って くることであるが,「 すべての道徳性 は,生 命が大切 に されて

は じめて成 り立 っ ものであ る」 と指導書 に もあるよ うに,r生 命尊重』が極あて重要であ る

と考え た。

以上の こ とか ら本分科会 では,「 かけがえの ない生命の存在を知 り,生 きることのす ば ら

しさを実感 させ るよ うな指導 をすれ ば,他 の生命 に対 して も尊重 してい こうとす る心 を育 て

ることがで きる」 とい う仮説を立て た。 この仮説を基 に 「意欲的に粘 り強 く取 り組む児童 」

「自分 と同 じよ うに他者を大切 にす る ことがで きる児童」の育成 を 目指 し,分 科会研究主題

をr生 きる喜 びを知 り,自 他の生命 を大切 に しようとす る心を育て る指導 の工夫 』 と設定 し

た。

児童 の実態調査

調査のね らい

調 査 対 象 児

方 法

生命 に対す る児童の経験や意識を把握 し,指 導 の工夫 に役立て る。

調査対象児童 は,都 内41校 の児童1～6学 年 合計1,208名

一部 自由記述を含む選択肢法 によ る質問紙調査 を行 った
。 内容 は全学年

共通 と した。
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(4)結 果 と考 察

命 を も って い る もの に は,

全 学 年 に共 通 して 得 られ た 回答 は,人 間 ・動 物 ・植 物 に大 別 で き る。 それ 以 外 の 回 答 で

特 徴 的 な 傾 向 を あ げ る と,低 学 年 で は,パ ソ コ ン ・バ イ オ リン ・プ ー ル な ど身 近 な具 体物

に よ り多 くの 児 童 が 生 命 を感 じて い る。 ま た,高 学 年 で は,太 陽 ・地 球 ・星 ・自然 な どや

知 恵 ・思 いや り ・心 な ど,自 然 の偉 大 さや 抽 象 的 な概 念 に生 命 を感 じるよ うに な る。 この

こ とか ら,児 童 は学 年 が上 が る に したが って,自 然 や 人 間 の 力 を超 え た もの に生 命 を感 じ

る よ うに な る こ とが分 か った 。

9割 以 上 の 児 童 が 「大好 き」 「好 き」 と答 え て い る こ とか ら,児 童 の 心 の 中 に は,生 き

物 に対 す る愛情 が あ る と考 え られ る。

① 「生 きて いて よか った 」 と考 え た こ とが あ ります か 。

② そ れ は どん な時 で す か 。(「 よ く考 え る」 「時 々考 え る 」)児 童 の み 回 答

① 一度 も考え たことがな い

盤'ーーーーm,ー

0
達成'成幣 否

%ζ 　　 諭 一 ＼
自然の偉大 さ薩 その他 嬉 しい いいことがあった＼

25%

4%

多 くの 児 童 が 「生 きて いて よか った 」 と考 え た こ とが あ る と回 答 して い る。 ま た,「 ど

ん な 時 に考 え たか 」 と い う質 問 に対 して は,「 楽 しい とき 」 「うれ しい と き」 「物 を もら

った と き 」 「お い しい もの を食 べ た と き」 な ど,そ の場 限 りの 快 ・楽 を 優 先 させ た回 答 が

大 変 多 い。 反 面,実 際 に,生 や死 を感 じた と きに 「生 きて いて よか った 」 と考 え る児 童 は

2割 に満 た な か った。

この こ とか ら,児 童 は 日常 生 活 で 「生 きて い て よ か った 」 と考 え る こ とは多 いが,深 く

生 や 死 に っ い て は、 あ ま り考 え て い な い こ とが 分 か った 。 そ こで,生 や 死 に っ い て深 く考

え る機 会 や,話 し合 う機 会 を 与 え る こ とが 必 要 で あ る と考 え る。
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設問4あ なたは次のよ うな経 験があ りますか。

あ.生 まれたばかりの 人間の%

赤ち ゃんを見た
70

い.生 まれたばか りの動物 の

赤ち ゃんを見た
60

う.自 分 の飼 っている生 き物が

赤 ちゃんを産 んだ50

え.卵 か らかえ ったばかりの生 き

物 の赤 ち ゃんを見 た40

お.自 分 で飼 っていた生 き物が

死ん だ30

か.あ なたが知 っている近所の

人が 亡 くな った20

き.親 戚の 人の お葬式 に行 った

io
く.亡 くな っている人 を見 たこと

がある
0

あ い う え お か き く

自分の飼 っていた生 き物が死 んだ体 験

を8割 近 くの児童 が もってい るが,生 き

物の生命誕生を 目のあた りに した ことが

ある児童は少ない。また,人 の誕生 や死

に接 した体験を もってい る児童は,全 体

の半数 ほど しか いな いことが分か った。

児童 は,生 まれた命がやがて死に至 る

とい う生命の 自然の摂理を実感 しに くく

な っているので はないか。 この ことか ら

命には限 りが あ り,大 切 に して いかな く

てはな らない ことを児童 に気付かせ る必

要性を感 じた。

設問5人 間の生 命は大切だ と思 いますか。

あまり思わない 全く思わない11%全 体の約9割 の児童が,「 生命 は大切

だ と思 う」 と回答 してい るが,「 あま り

思わ ないJ「 全 く思わない」児童が全学

年 に平均 して3%近 くいた ことは深刻 な

問題 を示 してい る。 「あま り思わない」

「全 く思わ ない」と回答 した児童 には,

なぜ思わ ないか,生 命 より大切だ と思 う

ものは何 なのか を問 う必要性を感 じた。

(5)ま とあ

児童の生命観 は,表 面的 ・観念 的な とらえ方が大半 を占め,本 質的 な ところで と らえてい る

児童 は少な いことが分か った。 この ことか ら児童 には,生 きる喜 びを実感 させ る と共 に,自 他

の生命を大切 に して い こうとす る心を育 て る指導 の工夫 を してい くことが重要で ある と考え た。

3生 きる喜び を知 り,自 他 の生命 を大切 に しよ うとする心 を育 てる指導 の工夫

第1分 科会 では,生 きる喜 びを知 り,自 他の生命を大切に しよ うとす る心 を育 て る指導 と

して,次 の4点 を工 夫 し,研 究仮説 の検証 を目指 した。

A:生 きる喜 びを味わわせ る指導の工夫

B:か けが えのない 自己の存在を実感 させ る指導の工夫

C:自 他 の生 命を大切 に して いこ うとす る指導の工夫

D:他 との教 育活動 と関連を図 る指導の工夫
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主 題 に 迫 る た め の 視 点 具 体 的 な 手 だ て ABCD

資 ・児 童 の 興 味 ・発 達 段 階 に 応 じ た 資 料 ・資 料 の 精 選 ・ ・o

料 を 準 備 す る 。 ・ 自 作 、 改 作 、 抜 粋 ・ ・o

事前
・事 前 調 査 に よ り価 値 に か か わ る経 験 ●事 前 調 査 …

的 な も の を 思 い 起 こ させ る と共 に 、 児

指導 童 の 実 態 を 把 握 す る 。

・資 料 へ 関 心 を も た せ 、 よ り共 感 させ ・具 体 物 の 提 示 ・ ・

導 る 。 ・アンケート調 査 結 果 の 提 示 …

・ね らい とす る道 徳 的 価値 に方 向付 け ・VTR ・ ・

る 。 ・新 聞 の 記 事 ・ ・

・児 童 の 作 品(作 文 、 詩 等) …

入 ・教 師 の 説 話 000

・BGM O

・資 料 中 の 人 物 の 考 え 方 、 感 じ方 に 共 ・ 資 料 提 示 の 工 夫(ハ.ネ ルシアター
、 o・

感 させ る。 へ.一 フ.サ ート、 紙 芝 居 、VTR、

・発 表 や 表 現 の 場 を 通 し て 、 か け が え 録 音 テーフ.、OHP、OHC、

展 の な い 生 命 に つ い て 考 え させ る 。 一 枚 絵
、 場 面 絵)

・自分 の 考 え を は っ き り させ る こ と で ・資 料 の 分 断 Off・

主体 的 に授 業 に参 加 させ る。 ・前 日 の 資 料 配 付 oo・
・デ ィ ベ ー ト ◎ ● ●
・役 割 演 技 、 動 作 化 Off・
・心 情 図 000

・価 値 の 類 型 化 …

・中 心 発 問 の 工 夫 ● ●●
・板 書 の 工 夫 000

・作 品 の 紹 介 oo・
・マグ ネットの 活 用 …

・一 時 間 の 授 業 を 通 し、 感 じ た こ と や ・意 図 的 指 名 、 相 互 指 名 000

考 え た こ と を 整 理 し、 ま と め る こ と で ・ ワークシートの 活 用 ● ● ●

開 ね らい とす る価 値 に つ い て 一 人 一 人 の (ワークシートを 交 換 し コメントを 書 き 合

児 童 に 自覚 させ る 。 う)

・自 己 を 振 り返 り 、 生 命 を 大 切 に す る ・価 値 の 一 般 化 ● ● ●

心 情 を 高 め る。 ・道 徳 ノートの 活 用 ● ● ●

・自他 の 生 命 を 大 切 に し よ う とす る 心 ・教 師 の 説 話 ● ● ● ○

終 情 を 高 め る 。 ・ 歌 ● ● ◎
・ こ と わ ざ

、 格 言 ●● ●
・家 族 、 友 人 、 教 師 か ら の 手 紙 ● ● ● ○
・児 童 の 作 文 ●● ●

末 ・VTR ● ● ●
・BGM ●● ●

報 ・場 面 を 見 付 け て 支 援 し、 よ りよ い 生 (他 の 教 科 ・領 域 との 関 連 を 図 ●● ● ●

活動 き方 に つ な げ て い く。 る)

(●:か な り関 係 す る ◎:関 係 す る O:少 し関 係 す る)

7



4実 践事例(第5学 年)

(1>主 題名 命 の尊 さ3-(2)生 命尊重 資料名 「猛火のなかでJ学 研 東京都版

(2)ね らい 生命 の大切 さ と,そ れが多 くの人 によ って守 られてい ることを知 り,進 んで 自

他 の生命 を大切 に しよ うとす る心情を育て る。

(3)展 開

学習活 動 ・主 な発問 と予想 され る児童の反応

ア ンケ ー トの 結 果 を提 示 す る。

資 料 「猛 火の なか で 」 を読 ん で 話 し合 う。

① 工 場 の 消 火 に努 あ る人 が,だ ん だ ん 減 って い

った とき,龍 太 郎 は ど ん な気 持 ち だ ったで し

よ つ。

・自分 だ って家 族 の こ とが心 配 だ。

・帰 る か残 るか ど う しよ うか。

・仲 間 が が ん ば って い るの に ,自 分 だ け逃 げ

だす わ け に は い か な い。

・道徳的価値 に方向付 け る
。

・一枚絵 を見せ る。(関 東大震災)

・資料の前段部分を読 み聞かせ る。

・龍太郎の家族を思 う気持 ちと,

責任感 との狭間で,揺 れ る思い

に共感 させ る。

② 疲 れ て 自分 も船 に逃 れ よ う と した と き,ま た 「助 けて,助 けて 」

聞 こえ ま した 。 そ の 時,龍 太郎 は ど う思 った で し ょ うか 。

・助 け に い った ら,自 分 の 命 が 危 な い 。

・自分 の 命 の ほ うが 大 切 だ 。

・助 け た い け ど ,も う無 理 だ 。

・何 と して で も助 け た い。

・他 の 人 も助 か りた い 。

授 業 の 感 想 を 書 き,話 し合 う。

③ 今 日の 時 間 に,思 った こ とや 感 じた こ とを ワ

ー ク シー トに書 き ま し ょ う。

・デ ィベ ー ト的 に話 し合 わ せ る。

ド 自分 の命 と他 の人の命の 間で・
葛藤 する龍太郎 の心情 に十分触

れ させ る。

・資料の後段部分 を読む。

・自分 な りに 感 じた こ とを ワー ク

シー トに ま とあ させ る。

教師の説話を聞 く。 《飛行機事故で母を失 ・生命の大切 さ,か けがえのな さ

った少女の言葉(新 聞記事 より)》 を感 じさせ る。

(4)考 察

・自分の命 と他人の命 に対す る葛藤場面の話 し合い によ り,生 命尊 重の心情 が深 ま った。
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II自 己を見 つめ る心 を育て る指 導 の工 夫(第2分 科 会)

1分 科会テーマ設定の理由

第2分 科会で は研究主題 に迫 るため に 「主 として自分 自身に関す ること」〈自己の在 り方 を

自分 自身 とのかかわ りにおいて と らえ、望 ましい自己の形成 を図 ること。〉 という道徳の内容

1の 視点 に立 ち研究を進める こととした。

望 ましい自己の形成 は、 自分 自身の ことを深 く

考 えることを通 して、 自己のよさや持ち味を生か

し、 よ り積極 的に力強 く生きようとす る意欲 をも

つ ことによって図ることができる。

そのよ うな 自己の形成を図る ことができれ ば、

か けが えのない 自分の存在 を実感 し、よ りよ く生

きる力の源 になると考えた。よ りよ く生きる力の

基盤 は、 自分 自身にある。 自分 の中にあるよさを

信 じて、 自分の意志でよ りよい生 き方 に向かって

い くことが、 これか ら出会 うさまざまな ことを乗

り越 えるときの力 とな るのである。

そ こで、 「自己のよ さに気付 き、進んで伸 ばそ

うとす る児童」を 目指 し、第2分 科会 のテーマを

「自己 を見つめる心 を育て る指導 の工夫」 と設定

した。

自己の よさとは

道徳の時 間においては道徳性そのもの

としてとらえる。

よさは、児童一 人一人の中にあり、伸び

ようとするエネルギーを内包し、息づいて

いる。

刺激◎

刺激d

び 撒

自 刺激
何 らかの刺激 により活発に動 き

出し伸びようとする。

自己を見つめるとは

道徳的価値一
蓼乞
受 え 面

鶏
ll

皇 自
己
を
見

/-

自己のよさに

気付く
ノ

舅
鮎 夏夏奮

メ 付く2」
/

〉
自己のよさや 持ち味を生 か

し、伸 ば して、より積 極 的 に

生きようとする意欲をもつ

児 童一人一 人が 自己の よさに目を向 ける

ため には、正 しく 「自己 を見つめる」 こと

が大切で ある。

道徳 の時間 の中では、 ある道徳的価値 に

照 ら し合 わ せ て 自己 を見 つ め る こと にな

る。

そ こで、次の ように自己 を見つめる こと

が よ りよ く生きる力につながると考 える。

・自己の よさや 自分の 中にある まだ今 は表

出 して いないよさに気付き、伸ばそ うす る。

・自己 のいた らな さ、弱 さがわか り、それ

を克 服 し、よさ に向か って いく力が 自分 の

中にあ る ことに気 付 き、よ さを伸 ばそ う と

する。
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2

(1)

(2)

児童 の意識調査

目 的 児童が 自分の よさについて どの ように認識 し判 断 しているか,ま た,よ さを伸 ば

し短所 を改め よ うと努力 して いるのか,そ の傾向を とらえ,今 後 の指導 の資料 と

して役立て る。

方 法 選択肢 による質問紙法 を用 い,都 内9校 の3～6学 年,合 計445名 で実施 した。

内容 はどの学年 も共通 とした。

1.あ な た は,

だ さ い 。

自分の よい ところはどん な ところだ と思 いますか。(4っ 以内で選んで く

(単 位は%)

3年 4年 5年 6年

元気 に遊ぶ sa 59 41 51

友達と仲 よくで きる 45 ., 48 48

あ い さ っ が よ くで き る 31 33 33 29
一

がんばりや 28 26 26 19

お も し ろ い 、 ひ ょう き ん 25 26 35 17

勇気がある 24 18 14 6

物 を大切にする 24 14 21 27

手伝いをよ くする 21 28 14 14

きまりを守る 18 io S 9

がまん強い 18 22 15 21

やさしい 14 17 20 is

責任感がある 14 7 11 5

くよ く よ し な い 13 11 20 16

人の話をよく聞 く 12 22 9 10

よく考えて工夫できる 5 12 7 8

正直である 4 ll 10 8

積極的である 2 13 9 5

その他 3 2 4 1

その他(明 るい)(活 発)(が ん こ)

(運 動好 き)(勉 強が好 き)

(努 力す るところ)

(面 倒を よ くみ る)

(わ が ままを言わない)

全体 的に,遊 びやあ いさっな ど,友 達 な

どとのかかわ りか ら自分の よさを認識 して

い る児童が多 い。良好 な人間関係 は自己の

よさを とらえ る重要 な要素 と考え られ る。

また,「 がん ば りや」,「 勇気が ある」

「積極的」な ど内面 を問 う項 目は,学 年 を

上が るごとに少 な くな る。 これ は,成 長 と

と もに道徳的価値 が高 くな り,自 己評価が

厳 しくなるため と考え られ る。 自己を見 つ

ある目が育 ってい ると も言え るであろ う。

2.あ な た は,自 分 の よ い と ころ を ど う して気 が 付 き ま したか 。(2っ 以 内)

3年 4年 5年 6年

親、先生にほめ られたり

友達 に言われたりしたか ら 53 II
.. 67

自分 で や っ て で き た り、 分 か

っ た り して 自信 が っ い たか ら 42 54 51 36

相手が喜んで くれ たから 37 30 37 20

本を読んだり、テレビを見 た

りして気がついたか ら 30 16 11 9

他の人と くらべて 14 13 12 24

その他 i 2 1 2

他者 の励 ま しか らよさに気付 く児童が

多 い。 また,自 分 の努力 による達成感や

成就 感か らよさを認識す る児童 も多 い こ

とか ら,自 分 自身 によ る気付 きも自己の

よさを見っけ る上で重要 とな る。教 師に

よる励 ま し,友 達 同士の認め合 いの場,

自分でや ってみよ うとす る体験の時間の

確保等の指導の工夫が必要であ ると言え

る。
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オ

あな たは,自 分の よい ところを

のばす努力 を して いますか。

いっ も努力 して いる

時 々努力 して いる

あ ま り努力 して いない

ほとん ど努力 して いない

どの よ うに努力す れば

いいのか分 か らない
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ロオ

どの学年 の児童 も,よ い ところを伸 ばそ うと前 向 きに努力 してい る様子 が見 られ る。 ほめ

られ たい,認 め られたい とい う気持 ちの表れで あろ う。6年 生でオが増 えてい るのは,自 分

を見っ める 目が育 ち,ど のよ うに努力すればよさが伸 びるかを具体的 に悩 んでい るもの と考

え られ る。

4

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

あなたは,自 分 の直 したい ところ

につ いて どう思 っていますか。

いっ も直そ うと思 ってい る

言わ れた とき直そ うと思 う

あま り考えた ことがない

その うち直 ると思 ってい る

どう した ら直 るか分か らない

あ きらめてい る

ア
カ

圏
口
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ア,イ を合わせて60%以 上の児童が 自分の短所 を克服 しよ うと意識 してい ることが分 か

る。 高学 年で は,ア よ りもイ と答えた児童が多 くな って いるの は,他 者への意識が強 くな っ

てい ることと,直 そ うと思 ってい るがなかなか直 らない ことへの 自己評価が含 まれてい ると

考え られ る。それ以 外の児童 について も,ど のよ うにすれば克服で きるのかを具体的な場面

で とらえ させ,教 師や友達な ど他者が援助 した り励ま した りす る ことで,前 向 きに努力 しよ

うとす る心情が育っ と考え る。

これ らの調査か ら,児 童 はよさを伸ば し,課 題 を克服 しよ うと前 向きに努力 してい ること

が分か った。そ して,新 たな自己像の形成のために は,他 者 とのかかわ りや 自分 自身の経験

か らの 自信や意欲が重要で あると考え られ る。 これ らの ことを踏 まえ,第2分 科会で は自分

を振 り返 る活動や,友 達,教 師,資 料 など他者 とのかかわ りを通 して 自己を見っ める心を育

て る指導 の工夫 に取 り組む こ とと した。

(調 査 項 目は平成7年 度東京都小学校道徳研究会の研究収録 を参考 に改訂 した。本 ア ンケー

ト1で 設定 した17つ の 自分の よさは,調 査側か らみた児童 の実態を踏 まえ た ものであ るが,

児童のよ さとは固定的な もので な く,教 師や友達 との 日々のかかわ りや児童 自身の気付 きな

どによ って流動的,発 展的 な ものであ ると考えてい きたい。)
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3自 己を見つめ る心 を育 てる指導 の工夫

自己の在 り方を自分 自身 とのかかわ りを通 して見つ める心(自 己を見つめる心)を 育てる指導

を次のよ うなABCDの4つ の視点で工夫することにより、自己のよさに気付き、自ら伸ばそ う

とする児童が育っ と考えた。 これ ら4つ の視点の中で、A:「 自己 との出会い」により自分自身を

とらえ、自己を見つめてい くわけであるが、Aは 、「他者 との出会い」BCDに よ り高ま り深まっ

ていくと考え指導の工夫を行 うこととした。学習活動や教師の働 きかけは、これ らの視点が相互に

関連 している。そこで、本研究では、児童の実態や授業のね らいや意図をもとに、4つ の視点に対

応 した指導を工夫 し活用 してい くこととした。

A:自 己とのB:他 者との指導の工 夫の視 点

出会い 出会い

自分の思いや考 登場人物の生き

えをもつ 方に触れる

b資 料の選択 ・開発

c資 料提示の工夫

e役 割演技・動作化

f話 し合い活動の工夫

g教 師のあたたかい働きかけ

■ ■ 鯨 とする手だて

C:他 者との

出会い

友達の思いや考

えに触れる

D:他 者との

出会い

教師の思いや考

えに触れる

㎜ 関連する手だて

自己を見つめる

道徳の時間

日常生活

A:自 己との

出会い

P

ρ

8

登
場
人
物
の
生
き
防

C

友
達
の
思
い
や
考
え

0

教
師
の
思
い
や
考
読

自分が自分 自

身に自己の在

り方を問いか

ける。

ありのまま

の自分を 自分 自身を
よく知る。とらえる

。

A:自 己との

出会い

rρ

道 徳 的

実践 力

道徳的実践

自己 のよさに気

付き、伸ばそうと

する。

r

⇒

よ
り
よ
く
生
き
る

「よくなろう」とする力

が活発になり、よりよ

く生きる方向を目指し

動き出す。
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4実 践事例(6学 年)

(1)主 題 名

資料 名

(2)ね らい

自分 の特 徴 を 知 る1-(6)「 向上 心 ・個 性 伸 長J

「私 は漫 画 家 」(「 マ ンガ 家 にな ろ う」 改作)

自分 の特 徴 を 知 り,よ い と ころ を伸 ばす と と もに,

欲 を 高 め る。

よりよ く生 きよ うとす る意

(3)指 導 の工 夫(本 時におけ る重点)

A:自 己 との出会い く自分の思いや考えを もっ 〉

・児童 の内面に迫 るための発問の工夫

・児童 の心理 的発達 段階を考えた ワー クシー トの工夫

B:他 者 との出会 い く登場人物 の生 き方 に触れ る 〉

・児童 の実態に合 わせた資料の開発

・主人 公のよ さを見 つけ る過程 にそ って共感 し,心 情を考え る発問の工 夫

(4)展 開

導

入

展

開

前

段

後
段

終
末

学習活動 ・主な発問と児童の反応

1.鉄 腕 ア トムにっいて知 って い ることを発表す る。

○鉄腕 ア トムを知 って いますか。
・10万 馬力だ。 ・ロボ ッ トだ。

2.資 料 「私 は漫画家」を読んで話合 う。

○学校で一 日中い じめ られてい るとき、私 はどんな気持 ち
だ ったで しょう。
・ど うした らいいんだ。
・何で ぼ くばか りい じめ られ るのだろ う。

◎r何 か私 に しかで きないことをや るのが いい」 と考え、

漫画 をかいて いるときはどんな気持 ちだ ったで しょう。
・これで ぼ くもい じめ られな くな るぞ。
・ただ の い じめ られ っ子 じゃな い って思 って くれ るか

な。
・自分 の得意 な ことをみん なにわか って もらお う

。
○ 「きっとす ば らしい漫画家 になれ る」 と先生 に言われた

とき、 どん な気持 ちになったと思います か。
・先生 も認 めて くれ た。 うれ しい。
・これか らもがん ば って漫画をかいてい こう。

3.自 分の特徴やよい ところを考え る。

○ 自分の得意な ことや、好 きな ことは、何ですか。 また、
それを伸ばすたあに努力 して いることがあ りますか。

4.教 師の話を聞 く。
・人間 には弱 さも醜 さもあ るが、だれ にで もきっとあるよ

さや可能性を信 じて、大 きな夢 を もって力強 く生 きる尊

さを手塚治虫の メ ッセー ジと して伝え る。

留意と手だて

・ア トムの哀 しみに

つ いて補足説 明す

る。

・資料の改作(B)

・人 と違 うことでい

じめ られた私の気

持 ち を 考 え させ
る。(A)(B)

・自分の特技 を生 か

し強 く生 きてい こ

うとす る意欲に共

感 させ る。

(A)(B)

・自分 のよさを認め

られ た喜 びに共感

させる。

(A)(B)

・3枚 の ワー クシー

トか ら自分 にあ っ

た ものを選んで書

く。(A)

・一人一人 の児童の

内面に眠 っている

宝 に気付かせ る。

⑤ 考 察

・よ りよ く生 き る こ とに焦 点 化 した改 作 に よ り,児 童 の考 え を ね らい に そ って 深 め られ た。

・3枚 の ワー ク シー トは ,自 分 と じっ くり向 き合 い,自 己 を見 っ め る上 で 有 効 で あ った 。
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皿 進んで友達 とかかわ り,互 いに認め合 う心を育てる指導の工夫

(第3分 科会)

1分 科会主題設 定の理由

子 どもたちはだれ もが,自 分の よさや可能性を発揮 して 「よりよ く生 きたい」 と願 ってい

る。 この願 いを実現 させて い くには、豊かな人間関係を築 くことが不 可欠であ る。 そのため

には 自らの心 を開 き,交 流を深 め,互 いに認 め合 うことので きる関係 をっ くらなければな ら

ない。 しか し,子 ど もた ちの生活 を見て いると,心 の交流を楽 しむゆ とりに欠けてい る。教

室 の中において も,友 達 に対 して関心 はあるけれ ど も,か かわ り方が分か らない子 や,他 を

受 け入れ る心の育 って いない子 も見 られ る。 また,本 音で話 し合 うことを避け る傾 向 もあ る。

この よ うに,他 とのか かわ りに消極的 にな って い る子 ど もた ちを見っ め るとき,大 切 に

してい きた いの は,人 と人 とが心 を開いてか かわ るための心の広場であ る。道徳の時間を,

「子 ど もた ちが,友 達や教師 の価値 に対す る多様 な感 じ方 や考え方 に出会 い,今 までの 自分

の姿を見っ め直 した り,価 値観 を広 げた り,深 めた りす る ことがで きる場」 と して考えて い

きた い。進んで 自 らの心 を開 き,相 手 を受 け入 れ知 ることによ って違 いを認め,さ らには,

励 ま し協力 し合 う豊 かな人 間関係 を築 くことがで きると考 え る。

そ こで,第3分 科会 では,テ ーマを 「進ん で友達 とかかわ り,互 いに認 め合 う心を育て る

指導の工夫 」 と設定 した。学校生 活全体 で進 んで友達 とか かわる場を設定す るとと もに,道

徳の時間の 中で は互 いの思 いや考えを交流 す ることので きる指導法 を工夫す ることで,研 究

主題 に迫 りたい と考 えた。

2.実 態調査

(1)ね らい 今の子 どもたちは友達を どのよ うに とらえ,友 達 に対 して どの よ うにかかわ っ

て い るかを調 べ,そ の実態を 日常の指導 に役立 てたい と考 えた。

(2)方 法 選択肢 によ る質問紙法を用い,全 学年統 一内容に した。調査対象 は都 内9小 学

校1,500名

(3)結 果 と考察

設問1学 校 の中に,仲 のよい友達 は何 人 ぐらいいますか。 ひ とっ選んで

○をっ けて ください。

友 達 の 人 数 言周査

低学年

中学年

高学年

010 20 30 405060 708090 10

'35' /,Yj 41 :::7:

¥loo¥ ＼
……47'…i…i…

…巽;i撒 匹獺 ・・ ・
:27・..・ セ

10 ＼ J
77' 蓑%1吻 誘3

園 と くに いな い=低 学 年0%中 学 年0.2%高 学 年0.2%

100

國11人 以 上

國5人 ～10人

図2人 ～4人

口1人

團 と くに いな い
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学年 が上が るにつれ友達が増 して い くことがわか った。 ただ低学年で は 「一人」または 「2

～4人 」が半数近 くいる。 さ らに多 くの子 とかかわ りを もたせ るために教師の働 きかけや場 の

設定が必要 と考え る。 中学年で は 「11人 以上」が半数近 くに増 えている。 その理由 と しては,

学校生活 に慣れ た ことや様 々な活動 によ り,児 童の交遊関係 が広 が った ことと考え られ る。 さ

らに高学年で は,rll人 以上 」が80%近 くに増えてい る。それは委員会 ・クラブな どの中

心 と して活動す る ことで,よ り多 くの場で友達 とかかわ るよ うになるか らだ と思われ る。その

反面友達が 「1人 」の子 が高学年で も3%い る。友達 とかかわ りの少ない子が いることを見逃

して はな らない。

そ こで,学 校生活 の場で児童が友達 とのかかわ りを もて るように配慮 す ると共 に誰 とで も分

け隔てな く接 し,認 め合 う心を育て る必要があ ると考え る。

友 達 と は ど う い う 人 で す か

年
年
年
年
年
年
体

1
2
3
4
5
6
全

010203040506070809014
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團 そ の他=話 を 聞 い て くれ る人 ・お も しろ い人 ・秘 密 を守 る人 ・

注意 してくれる人

of

図 よ く遊ぶ人

國 気 の合 う人

口 いつ も話 をす る人

口 たす けて くれ る人

團 や さ しい人

團 その他

子 ど もは友達 を 「よ く遊ぶ人 」f気 の合 う人」 「いっ も話 をする人 」など ととらえてい る。

その他 に含 まれ るrお もしろい人 」 「話 を聞 いて くれ る人」 「秘 密を守 る人Sr注 意 して くれ

る人Jを 友達 と感 じて いる子 どもは少 ない。だが,そ の他 は学年が上が るごとに増 えて い く。

これ は 自己意識 の高ま りと共 に様 々な考 えを もっよ うになるか らだ と思われ る。

学年別 の グラフに目をむけ ると,低 学 年では 「やさ しい人 」 「たす けて くれ る人」の数値が

高い。 しか し,中 学年 ・高学年 にな るにっれて 「や さ しい人 」が半減 し 「気の合 う人」やその

他が増えてい る。人間本来の よさであ るrや さ しさ』が高学年 になるに従 って,優 先 されてな

い ことが問題で ある と考え る。今 日の教育現場 において も,不 登校 やい じあが大 きな社会問題

とな って いる。 これ らの原因の一っ にや さ しさの欠如が上げ られて い る。 「気の合 う人」だけ

で な く,広 くいろいろな人 に目を向 け,そ の人の よさに気づかせ,一 人一人 を認 め思 いや るや

さ しさを育てて い く必要が ある。

そ こで,道 徳授業 の中で互 いの思 いや考 えを交流す ることので きる指導法 の工 夫を し,自 他

の よさや違 いを認 め,児 童 の価値観 を育て てい きたい。 また,実 践意欲が生か され るよ う協力

し助 け合 う体験 の場 を設定 す るな ど,具 体 的な支援 を して い くことが重要であ ると考え る。

一15一



3進 んで友達 とか かわ り,互 いに認 め合 う心を育 てる指導 の工夫

互 いに認 め合 う心 を育て るには,道 徳の時間の学 習過程 の中に,次 の3つ の視点か ら指導

の工夫を考 え,一 人一 人の児童の学 習支援に役立 て るよ うに した。(○ は重点)

① 自分 の思 いや考 えを もち相

手 に伝 わ るよ うに表現す る

②友達の考えを聞 き,自 分 の

考えを深め る

③深 ま った思 いや考え

を意欲 につなげる

導

入

・体験 を生 か した学習課題を

設定 し,一 人一人の思 いを

想起 で きるよ うにす る。

(実 態調査,新 聞記事,写 真

作 文,VTR等)

・学 習への興味を喚起 し,ね

らい とす る価値 につ いて 自

分な りの思 いを もっ ことが

で きるよ うにす る。

・友達の思いや考えを受容的

に受 け止め るこ とがで きる

よ うな雰囲気づ くりをす る。

・ね らい とす る価値へ

の方 向付けによ り,

自分 な りの思いや考

えが意欲 にっなが る

ようにす る。

展

開

前

段

・児 童 の考 え が 出 や す い 資料

を 選 ぶ よ うにす る。

○ 資 料 の 内容 に浸 って 考 え る

た め提 示 の方 法 を 工 夫 す る。

(紙 芝 居,さ し絵,ペ ー ブ サ

ー ト,パ ネ ル シア タ ー,写

真,VTR,OHP等)

○ 発 問 を 吟 味 し児 童 の 多 様 な

考 え を 引 き 出す よ うにす る。

・児 童 の 実 態 に合 った表 現 方

法 を 選 ぶ よ うにす る。

(動 作 化 ・役 割 演 技 ・話 し合

い ・絵 ・ふ き出 し ・手 紙 ・

ワー ク シー ト等)

・板書 は,発 問 や友達の発表

された考 えが確 かめ られ る

よ うにす る。

○ 話 し合 い活動 や役割演技等

を取 り入 れ互 いの考えを受

け止めていけ るよ うにす る。

(ハ ン ドサ イ ン,相 互指名,

ペ ア学習,グ ル ープ学習,

パ ネルデ ィスカ ッション,

ネームカー ド等)

○書 く活動の後 に互 いに見合

う時間を設 け,自 他の違 い

やよ さに気付 くことがで き

るよ うにす る。

・友達の考え を認 める

活動 を工夫す る こと

で 自分 の考 えを深 め

新 たな考 えや意欲 を

もっ ことがで きるよ

うにす る。

○体験を振 り返 り,気

付 いたことを書 いた

り話 した りす る こと

で よ りよい友達関係

を築 いて い こうとす

る意欲 を高 め る。

後

段

・考 える視点 を明確 に し,ね

らい とす る価値 について 自

己を見 っめ直す ことがで き

るよ うにす る。

・友達の考えや体 験を知 り,

共通体験や個 々の体験を振

り返 ることがで きるよ うに

す る。

終

末

・児 童 の 実 態 に応 じた 終 末 の

工 夫 によ り,自 分 の 考 え を

確 か め られ る よ うにす る。

(説 話 ・作 文 ・詩 ・歌 ・手 紙

カ ー ド ・VTR等)

・教師の体験を語 ることで,

児童 との信頼関係が深 まる

よ うにす る。

・余韻 を もたせた投 げ

かけによ って,ね ら

い とす る価値が心に

残 り,実 践 意欲 につ

なが るようにす る。

一16一



4実 践事 例(第4学 年)

(1)主 題 名 大切 な友達(中2一 ③ 信頼 ・友情)

資 料 名 「貝が ら」

(2)ね ら い 友達の よさに気付 き,互 い に認め合お うとす る態度 を養 う。

(3)互 いに認め合 う心を育て る視点 と工夫

① 自分 の思いや考えを もち,相 手 に伝わ るよ うに表現 す る

・登 場 人物 の提 示 の 工 夫 に よ り ,資 料 に関 心 を もっ よ うに す る。

・自分 の 思 い を もて る よ う時 間 を 十 分 と り ,登 場 人物 へ共 感 し,発 表 で き る よ うにす る。

1② 雄 の考えを聞き泊 分の考えをふかめる1
・中 心発 問 を 吟 味 し,児 童 の 思 い を 引 き出 す 。

・友 達 との対 話 を 通 して ,考 え を 深 め る こ とが で き るよ うに す る。

1③ 深 ま った思いや考えを,意 欲 につなcfる
・ワー ク シー トを 使 う こ と に よ り ,自 分 の 考 え を 明確 に す る。

・グル ー プ で 話 し合 う活 動 を 通 し,友 達 を 大 切 に しよ う とい う意 欲 が もて る よ うにす る。

(4>展 開

学習活動(主 な発問 と児童 の心の動 き) 視点 指 導 上 の 留 意 点

導 1.ぼ くと中山君の二人 を中心 に した話で あるこ ・資料に関心 を もつよ う提示の仕

とを 知 る。 0 方を工夫す る。

・友達 の ことを考 える意欲を もて

入 るよ うに す る。

2.資 料 「貝 が ら」 を読 ん で,自 分 の思 い を 出 し ・自分 の 思 い を 出 させ る とと もに

合 う 。 登場 人物 へ共 感で きるよ うにす

・な ま って い るの を す ぐ笑 わ れ るか ら話 さ な 0 る 。

展 か っ た 。 ・口を きか な い 中 山君 へ の ぼ くの

・中 山 くん は とな りの ぼ くとい う子 に 心 の 中 思 い をお さえ る。

で 話 しか け て い る。 ・自分 の 思 いを 出 す 時 間 を と る。

開 ・ぼ くが中山君 に話 しか けたの は,中 山君 の

気持 ちを分か ったか ら。

○中山君 は,ど う して 自分の ほうか ら話 し出 し

前
8

た の だ ろ う。 0 ・隣 ど う しで 話 し合 う。

・住 ん で た所 が きれ いで 思 わ ず 言 っ た。 0 ・中山君 の気持 ちの変化 に関心を

・住 ん で い た所 を 教 え た くて 。 もつ よ うに す る。

段 ・ほめ られ て うれ しか った。 ・声の大 きさに も気づ くよ うにす

・ぼ くを信 用 して くれ て 話 した。 る 。

・友 達 と して み とあ て くれ た。

◎貝が らを もらったぼ くは,中 山君 の ことをど

う思 った だ ろ う。 O ・ぼ くの 立 場 で 考 え る。
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・中山君の海の話 は本 当だ。 0 ・今 まで分 か らなか った中山君の

・貝 が らの お 礼 を いお う。 よ さ に気づ くよ うに す る。

・学 校 にい った らま た話 しか け よ う。

・心の中で はぼ くに話 しか けて いて友達だ。

・貝が らに元気 にな って とい う心 をっ めて る

3.友 達 を 大 切 にす る た め に,ど の よ うに した ら

よ い の か 考 え,話 し合 う。

○ 友達 を大切 にす るにはどん なこ とが必要だ ろ

後 う 。 0 ・ ワ ー ク シ ー トを 活 用 す る
。

・助 け合いなが らや さ しくして悪 口や けんか O ・自分の体験 もふ まえて考え られ

を しな い 。 0 る よ う にす る。

・困 って い る と き は声 をか け励 ます 。 ・生活班で話 し合い発表す る
。

段 ・努 力 が 必 要 。 ・友達の思 いを受 け入れ認め合 う

・仲 良 しば か り とい な い。 よ うにす る。

・自分 か ら遊 び に さそ う。

・い い と ころ を見 て あ げ る。

終 4.教 師 の 話 を 聞 く。 ③ ・子 ど もたちの生活の 中でみ られ

るよさを共感的 に話す。

・友 達 の よ さを 認 めて い こ う と い

末 う意 欲 を もて る よ うにす る。

(5)考 察

① 自分の思 いや考 えを もち,相 手 に伝 わ るよ うに表現す る手立 につ いて

登場人物の絵 を上着 のポケ ッ トか ら出す ことで,資 料 に興味関心を もたせ ることがで き

た。資料 を読んで 自分 の思 いを出 させ る場 面では,時 間を十分 に とることで,一 人一人の

児童 に自分の思 いや考 えを深 め させ ることがで きた。 また,教 師 も児童の反応を と らえて

授業を進 める ことが で きた。

② 友達 の考 えを聞 き,自 分 の考 えを深め る手立 にっいて

発問1・2で は,資 料 に浸 ってよ く考えていたので,ぼ くの立場だ けで な く中山君の よ

さに気づ く意見が多 く出た。 そ こで,ぼ くと中山君 の思 いを理解 し合 う役割演技を入れ る

ことも考 え られ る。 また,自 分 を振 り返 る話 し合いでは,資 料 を通 して高 ま った児童の価

値観を生かす ために,「 友達 を大 切 にす るには どんな ことが必要だ ろ う」の発問の前 に,

「友達 に認 め られて うれ しか った こと」な どを話 し合 うと,よ り効果的で あ ったと思われ

る。

③ 深 ま った思 いや考 えを意欲にっなげ る手立について

ワーク シー トに記述 させた後,生 活班 の グループで話 し合 いを したが,児 童 は友達の考

えを うなず きなが ら真剣 に聞いていた。 自分 のまわ りには主人公 と同 じよ うにいろいろな

個性を もった友達が いて,相 手 のよ さを理解 し認め合 うことが友情 を育んで い くことだ と

児童 は感 じて いた。 この思 いを態 度で示 していけ るよ うに,様 々な活動の 中で認 め合 い助

け合 う姿 を学級全体 で賞賛 してい きたい。
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IV社 会 のル ール を大切 にす る心 を育て る指 導の工夫(第4分 科会)

1.分 科会 テー マ設定の理由

人は,一 人では生 きていけな い。集団や社会 の中で人 とかかわ りなが ら生 きて いる。児童

は 日々生活 す る学校,家 庭,地 域社会 において,そ れぞれのルールを大切 にす ることにより,

気持 ちよ く生活 す ることがで きる。

社会 のルールを守 ることは,自 分 も他人 も大切 にす ることであ り,集 団や社会 を大切 にす

る ことで もあ る。

しか し児童 の実 態を見 ると,み んなの ことを考えず に自己中心 的な行動 をとった り,ル ー

ル を押 し付 け られ るもの ととらえ,本 当の意義や 目的 に気付いていない児童 も多 いことが分

か った。 このよ うな現実 の中で児童 に社会 のルールの意義や必要性 を気付 かせ,社 会のルー

ル を大切 にす る心 を育 て ることが重要で ある と考え る。 それ は,人 間 と しての生 き方の基礎

を形成す る ことであ り,よ りよ く生 きる力 を育て ることにな ると考 える。

そ こで,第4分 科会で は,一 人一人の児童が社会のルールを大切 に しなが ら,様 々な状況

で 自 ら考え判断 し,よ りよい生活 を築 こうとす る児童を育てたい と考 え,本 分科会のテーマ

を 「社会のル ールを大切 にす る心 を育て る指導の工夫」 と設定 した。

2.児 童の実態調査

(1)目 的 きま りや約束 にかかわ る児童の意識及び行動の傾 向を把握 し,資 料の選択 や指

導の工夫 に役立て る。

(2)方 法 調査対象児童 は,都 内8小 学校の児童1～6学 年 合計537名

(3>結 果 と考察

ア.児 童が身近 に考え る ことがで きる

もの と して,学 校の きま りに対す る

意識調査か ら始 あた。

設問1よ り,低 学年 はよ く守 って

いるが,中 学年か ら高学年 に進む に

つれて,守 って いる割合が減 ってい

ることが分か る。

設問2は,公 徳心 にかかわ る意識

調査 であ る。 この結果 は,設 問1の

結 果 と似 て いて,学 年が進む にっれ

て,そ の意識が低下 して いることが

分 か る。

この ことよ り,児 童 の実態に合 っ

た資料 を通 し,規 範意 識を高め る必

要性が ある と考 え る。

「
I

I

グ ラ フ1

年

年

年

年

年

年

一

二

三

四

五

六

設問1あ なたはきまりを守っていますか。(%)

F爵 旋 いる
1■守っている

塵聯1

コ

グ ラ フ2

「 旧癖 あなたは嘉 な飛 う`あや痴 を大 …
切にしていますか。(%)

年

年

年

年

年

年

一

二

三

四

五

六

鵜1願
隆艶 ど大切にしてし「
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イ.設 問2の 結 果 は学 年 差 は な く,3-(1)の 守 って い る理 由 と して,「 人 に迷 惑 を か けな

い 。 」 が 半 数 を 超 え,次 に 「自分 の た め にな る。Jと 答 え た 児 童が 多 い。 き ま りを 守 っ

て い る児 童 は,き ま りの意 義 や 必 要 性 が だ いた い 分 か って い る と考 え られ る。 反 対 に3

-(2)よ り,守 って い な い理 由 と して は,「 き ま りをす ぐに忘 れ て しま う。 」 「めん ど う

だ か ら」 とい う こ とが 多 く,き ま りを守 って い な い児 童 は,き ま りを あ ま り意 識 して い

な い こ とが 分 か る。

この こ とよ り,社 会 の ル ー ル の 意 義 や必 要性 を理 解 させ,ル ール を 意 識 化 す る こ とが

必 要 で あ る と考 え る。

グ ラ フ3

設問3-(1)設 問、で、きまりをπ
人にききます。なぜ守っているのですか。(%)

グラフ4

il難劉
圏その他

71

「
設問3-(2)設 問1で 、きまりを守っていない人
にききます。なぜ守っていないのですか。(%)

13

23

47

1ら
i■めん どうだから

慶 びたいからI

l■守りたくないから
1

■その他

1_

啄 ぐにきまりを忘れる]

「

]

グ ラ フ5

コ

1目 よくある

回ときどきある

■あまりない

mほ とんどないi

低学年

・中学年

i高学年

L

設問5き まりを守らなくて困ったことはありますか。(%)

グラフ6巾一1

膿
■あまりな

国ほとんと

「
鋤

一一」

ウ.設 問4よ り,き まりを守 って よか った経験が 「よ くある」割合 は,低 学年,中 学年,

高学年 に進む にっれて,減 って いることが分か る。設問1と 合 わせて考 え ると,き ま り

を守 って よか った経験が,き ま りを守 ろ うとす る意識 につなが っている と考 え られ る。

また設問5よ り,き ま りを守 らな くて困 った ことは,約 半数が経 験 してい る。 中で も

高学年 が最 も多い ことが分 か る。高学年 は きま りを守 らな くて困 った経験があ るのに も

かかわ らず,守 ろ うと しない実態があ る。

そ こで,こ の ような経験を 自分の生活を振 り返 る指導で生 かす工夫 を して,自 分の考

えを深め させたい。
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3社 会 のルールを大切 にす る心を育 てる指導 の工夫

第4分 科 会で は,社 会 のルールを大切 にす る心 を育て る指導の工夫 と して次の4点 に重点

をお き,研 究仮説 の検証 を 目指 した。

① 児童が共 感で き,社 会のルールの意義 や必要性が理解 しやすい資料 の選択

② 児童 の心 に深 く問いかけ る発 問の工夫

③ 互 いの考 えが さ らに深 め られ る話 し合 い活動や動作化,役 割演技 の工夫

④ 他の教科,領 域 との関連 を図 り,体 験 を生かす指導の工夫

他の教

育活動

・ 他 の教科 や領域 で 「社会 のルール」 にかかわ る体 験を重視す る
。

資料選

択の工

夫

・ ね らい とす る価値への方 向付 けが しやす い資料を選ぶ
。

・ 実態調査 に基づ き,主 題 に迫 りやす く共感を得 られ るものを選ぶ。

道

徳

の

時

間

導

入

・ ア ンケー トの結果 を提示す る ことな どを通 し
,価 値への方向付 けを行 う。

・ 資料への興味 関心 を高 める工夫をす る
。

展

開

・ 児童がr社 会の ルール」の意義や必要性を考え ることがで きるよ うな発問を工

夫す る。

・ 互 いの考えが,さ らに深 め られ るような話 し合 い活動 の工夫をす る。(対 話 ・

小集団)

・ 役割演技や動作化 を工夫 して取 り入れ ることによ り
,登 場人物の心情 に共 感で

きるよ うにす る。

・ 自分 の考え を,さ らに深 め られ るような ワー クシー トの工夫をす る。

・ 自分 の生活 を振 り返 り,体 験 を通 し社会のルール とどのよ うにかかわ ってい る

か気付 かせ るよ うに働 きかける。

終

末

・ ね らい とす る道 徳 的価 値 に っ いて
,自 分 の 考 え や 思 い を広 げ る こ とが で き るよ

うに す る。(説 話,写 真,児 童 の 作 文,ビ デオ な ど)

他の教

育活動

・ 他の教科 や領域 において道徳 の時 間に学習 した 「社会 のル ールを大切 にす る

心」を生 か し,様 々な状況 や環境 に応 じた実践がで きるよ うにする。
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4実 践 事 例(第1学 年)

(1)主 題 名 み ん な の ル ー ル[4-(1)公 徳 心]

資料 名 「お ゆ う ぎか い」

(2》 ね らい た くさん の 人 が 集 ま る場 所 で の ル ール を 知 り,

③ 展 開

自ら守ろ うとす る心情 を育て る。

学習活動 主 な 発 問 指 導 上 の 留 意 点

導 1.お 遊 戯 会 の ○好 きな動物 になり,音 楽 に合わ ・お遊戯 をす ることで 資料 に入 りや す

雰囲気を, せ て 踊 りま し ょ う。 く さ せ る 。

入 楽 しむ 。

2.資 料 「お ゆ ① うさ子 は,ど ん な気持 ちで,お ・楽 しみに してい るおゆ うぎかいが始

うぎか い 」 ゆ うぎかいが始 まるのを待 って ま らな くて困 ってい るうさ子 の気持

の紙芝居を い た の で しょ う。 ちに気付かせ る。

見 て,話 し ・会場係の くまさんや多 くの見 に来て

展 合 う 。 い る動 物 た ちが,迷 惑 して い る こ と

に も気付かせ る。

開 ② さる くん たちを注意 した うさ子 ・役 割 演 技 を取 り入 れ る こ とで ,う さ

は,言 い返 されて どんな気持 ち 子 の気持 ちを考え させ る。

前 にな っ たの で し ょう。 さ る 一 教師

うさ子 一 児童

段 ③おゆ うぎか いが始 まった とき, ・ワー ク シー トに うさ子 の 顔 を 描 くこ

うさ子 はどん なことを考えたの とで,う さ子 の考 え に迫 る こ とが で

で し ょ う 。 き るよ うに す る。

・他 人 ば か りで な く,自 分 の こ とにっ

いて も考 え させ る。

3.今 まで の 生 ○ た くさんの人が集 まる場所での ・全校朝会 や児童集会 など,児 童 に と

後 活を振り返 約 束 や き ま りを,守 れ ま したか 。 って 身近 な こ と も考 え さ せ る。

段 りなが ら考 ・守 れ た 理 由 も聞 くよ うに す る。

え る 。

終 4.教 師 の 話 を ○ 教 師 が,コ ンサ ー トに会 場 で 経 ・児 童 にわ か りや す く話 を す る。

末 聞 く 。 験 した話 です。

(4)指 導の実際(一 部抜粋)

さる くん とうさ子 のカー ドを配 り,隣 どう しで役割演技 を行 い,発 問②の さる くんたち

を注意 した うさ子 が,言 い返 された時の気持 ちを考 えさせ た。

その後,教 師が さるくん の役にな り,代 表 の児童が うさ子役 に行 った。

う さ 子

さ る くん:

う さ 子

「ね え,は や く す わ っ て よ 。 」

「わ か っ た よ 。 で も う る さ い の は ぼ く た ち だ け じ ゃ な い よ 。j

「・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …J
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C1一 人 が す わ れ ば み ん な す わ る よ。

C2早 くみ られ な い よ 。

T走 って い る方 が 楽 しい よ。

C2だ って は じま らな い ん だ もん 。

C3で も立 って い るの はお さ る さん だ け だ よ。

Tす わ れ ば 騒 い で もい い の。

C3う る さい か ら始 ま らな い ん だ よ。

Tみ ん な だ って う る さい よ 。

C4す わ らな い と,お しりぺ ん され るよ。

T③ お 遊 戯 会 が始 ま った と き,う さ子 は どん な ことを 考 え た で しよ う。

ま ず,う さ子 が この 時 どん な顔 を して い たか 描 いて くだ さい。 次 に,ど ん な こ とを

考 え た か を書 い て くだ さい 。

Cど う して 静 か に して くれ な い の 。

Cう る さ いか ら困 るな あ 。

Tな に が 困 るの 。

C聞 こえ な いか ら。

Cル ー ル が あ るの に,ど う して そ うい う こ とをす るの か な 。

Tこ こで の ル ール って どん な こ と。

Cう る さ く しな い こ と。

C遊 び に来 たの な ら,お 遊 戯 会 に来 な け れ ば い いの に。

Cで もそれ はず るや す み だ よ。

C静 か に しな くて は い け な いの に,う ま さん は,ポ テ ト食 べ て る。

Tな ぜ お遊 戯 会 で 静 か に しな くて は いけ な い の。

Cう る さ く して,み ん な に迷 惑 を か け るか ら。

Cノ レー ノレオごよo

お 遊 戯 会 の他 に,た くさん の 人 が 集 ま る所 を 聞 き,そ こで 自分 が 守 っ た こ と と,そ の

理 由 を 聞 い た。

(5)考 察

・資料 を紙 芝居 に して読 み聞かせた後,黒 板 に提示 したことで,児 童 は話の流れを振 り返 る

ことがで きた。

・役割演技 を した ことで授 業の山がで き,う さ子の心情 に迫 るうえで効果が あ った。

・低学年 の児童 の発達段 階か ら考 える と,自 分の考えを まとめ,言 葉に して ワー クシー トに

書 かせ ることは難 しいが,う さ子 の表情 を描かせてか ら考え させた ことで,自 分の考えを

ま とめやす くさせた。

・他教科,領 域 との関連 で教 師が,意 識 的にルール を取 り上げていた ことで,今 までの生活

を振 り返 りやす くさせ,ル ールを大切 に しよ うとす る意欲が高ま った。
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◇ 研 究の成果 と今後の課題

研究主 題 「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授 業」を 目指 し,道 徳 の指導 内容の四っの視点か

ら分科 会を構成 し,そ れぞれに 「目指す児童像 」 ・ 「分科会 のテーマ」 ・ 「仮説」な どを設け,

具体 的な授 業実践 を通 して研究を進めて きた。 その結果,次 の点が 明 らか にな った。

1研 究 活動全体 を通 して

社会 全体の厳 しい変化が子 どもた ちの生活に大 きな影響 を与えている。子 ど もの遊び体験や

人 闇関係,生 活 の リズ ムな どが大 き く変わ って きてい る。 児童一人一人 は混迷す る社会で,よ

りよ く生 きるために,自 らよ さを求めて思いや願 いを実現 しよ うとして いる。道徳教育 は,児

童 の思 いや願いを実 現 していかな くて はな らない。そのためには,教 師 は心 を開き,常 に児童

の成長 を原点 と考え,児 童か ら学ぶ ことを喜び と し,励 みに して いかな くて はな らな い。 また,

児童 自らが主体的に考え,判 断 し行動 した りで きる資質や能 力の育成 を基調 として い くことは

大切 であ る。教師 と児童 との信頼関係が醸す ると,児 童同士 も,互 いのよさや考え を認 め合 い,

励 ま し合 い,尊 重 し合 う とい った豊かな人間関係を築 くことがで きると考 え る。道徳の時間の

指導にお いて は,児 童がね らいとす る道徳的価値 につ いて熱 心に考え合 い,話 し合 うことで,

一人一人の児童がね らい とす る道徳 的価値を主体的 にと らえ られ る指導法 の工夫 を して い くこ

とが重要 と考え る。

2各 分科会 の研究活動 を通 して

第1分 科会で は,「 生 きる ことの喜 びを知 り,自 他の生 命を大切 に しよ うとする心を育て る

指導の工夫 」を目指 して研究を進めて きた。その 中で生命尊重 とい う絶対 的価値 を体得 させ る

に当たって は,感 動的 な資料 の開拓 と他教科 ・領域 との関連を もっ ことが特 に大切で ある とい

うことが分 か った。

第2分 科会 では,「 自己のよさに気付 き,進 んで伸ば そうとす る児童」を 目指 し,研 究 を進

めて きた。 自分 自身を見 っあ 自己のよ さに気付 く指導を工夫す る中で,登 場 人物 ・友だちや教

師の思 いに触れ る活動 は,自 己を見 つめ る場面を効果的 に設定す ることとな り,自 分 の思 いや

考えを よ り深 め られ る ことが分か った。

第3分 科会で は,「 進 んで友だ ち とかかわ り,自 他の よさや違 いを認あ,励 ま し協力 し合 う

児童」を 目指 し,研 究 を進 めて きた。 その結果,役 割演技 ・話 し合い活動 ・ワー クシー トの活

用を通 して互 いに交流 す ることので きる指導の工夫が大切であ ることが分か った。

第4分 科会で は,「 社会 のルールを大切 に しなが ら,自 ら判断 し行動す ることを通 し,よ り

よい生活 を築 こうとす る児童 」を 目指 し,社 会の ルILを 大切 にす る心の育成 にっいて研究 を

進 めて きたaそ の結果,道 徳 の時聞を要 として他 の教科 ・領域 との関連を図 りなが ら,体 験を

生 かす ための指導 の工 夫が大切 であ ることが分 か った。

今後の課題 と しては,道 徳 の時間で培 った価値 をいか に実践力へ とつなげて い くか とい うこ

とになる。 そのためには,他 教科 ・領域 との関連 を図 った総合単元的道徳学習な どを計 画的に

実践 して い く必要が ある と考える。
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